
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(C)

2013～2011

義務教育学校における学力評価システムの改善モデルの構築と評価に関する調査研究

Development and Assessment of Evaluation Systems for Scholastic Ability of Students 
in Compulsory Schooling

３０１３６４１０研究者番号：

小泉　祥一（KOIZUMI, Shoichi）

東北大学・教育学研究科（研究院）・教授

研究期間：

２３５３０９７９

平成 年 月 日現在２６   ６   ５

円     3,900,000 、（間接経費） 円     1,170,000

研究成果の概要（和文）：義務教育学校の学力評価システムの改善モデルについては、小・中学校における評価方法の
関連性と一貫性、及び教育課程経営のPDSサイクルの視点から考える重要性を明確にし、現行の観点別評価を見直し、
結果、目標に基づく評価に目標にとらわれない評価を加え、(1)知識・技能、(2)思考力、(3)主体的学習態度の３観点
による達成、未達成の２段階評価と自由記述方式による学力評価システムモデルを提案した。このシステムが機能する
ためには、学校内の情報交換ネットワーク形成への努力と教育専門性に裏打ちされた校長・教頭等のリーダーシップが
不可欠であり、それを支援する教育委員会の条件整備活動が必要であることを指摘した。

研究成果の概要（英文）： A new model of criterion-referenced assessment should include assessments of know
ledge, skill, thinking, and attitude. It is to be a two-grade (A or B) evaluation. A new model of assessme
nt should include criterion-referenced assessment and goal-free evaluation. In order for this assessment s
ystem to be realized and made to function, formation of an information network is required. Moreover, the 
leadership of a principal and a vice-principal, with specialist knowledge in education is required. In add
ition, the board of education should provide the necessary conditions for supporting these measures in sch
ools.
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１．研究開始当初の背景 

(1)指導要録に基づく学力評価方式（４観点

３段階評価）については、目標準拠評価に対

応して、おもに各学校の「評価規準」や「評

価基準」の作成など、教育目標(教科等目標、

単元目標など)との関連において研究、実践

がなされてきたが、その中で観点別評価の取

り扱いと構造、Ａ・Ｂ・Ｃの３段階評価のあ

いまいさと相対評価化傾向、観点別評価の評

定化の方法、評定の相対評価化傾向など、評

価システムおよび評価技術上さまざまな問

題がみられる。また、その評価方式が児童生

徒の学習において改善の手がかりや見通し

を与えるものとは必ずしもなっていないと

いう状況もみられる｡ 

(2)この点について、日本教育方法学会、日

本カリキュラム学会、東北教育実践・経営学

会などにおける研究発表をとおして、問題状

況を分析し、改善方策の手がかりを得るため

に議論し、検討してきた｡その結果、３観点

２段階評価と自由記述による学力評価モデ

ルを提案した。 

 

２．研究の目的 

(1) 研究の全体構想としては、平成 22 年 4

月改訂の指導要録にみられる学力評価の有

効性と問題性を子どもの学習意欲の向上の

視点から実証的に分析し、その学力評価の特

徴と課題を踏まえ、義務教育学校における学

力評価システムの改善モデルの有効性と実

現性を提示することである。 

(2)そのために本研究では、①指導要録の学

力評価方式の取り組み実態を調査分析し、そ

の学力評価の特徴と課題を把握し、②学力評

価システムを、児童生徒の学習意欲を高め、

教育合理的で、かつ実現可能な改善モデルと

して構築し、③実証的に評価するとともに、

④それが効果的に機能するための条件・課題

について提示することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

(1) 研究手順として、全国の教育委員会調査、

意欲的に研究開発を進めているいくつかの

学校調査、および外国調査(中国)などの実態

調査研究をもとに、学力評価方式の実態と問

題点を明らかにするとともに、義務教育学校

における学力評価システムの改善モデルを

構築する。 

① 問題分析、資料分析。文部科学省と各

教育委員会における指導要録改訂に関

する審議会資料と学力評価方式に関す

る手引書や調査資料ならびに文献を収

集し、分析し、何を根拠にどのような学

力がどのように評価されているかを整

理する。 

② 全国調査。都道府県と政令指定都市の

教育委員会に対して、小学校および中学

校における指導要録の記載方法（学力評

価方式）についてどのような指導助言や

支援活動がなされているかを調査する。 

③ 事例研究。学力形成や学力評価の研究

開発に力を入れている小･中学校(研究

協力者の勤務校を含む)に対して、学力

形成と学力評価にどのような工夫がな

されているかを調査する。 

④ 外国調査。①②をもとに、中国の学校

調査(上海市と杭州市の学校)を行い、

小･中学校における学力評価方式の特徴

と課題について調査する。 

⑤ 上記の調査研究を踏まえて、義務教育

学校の学力評価システムの改善モデルを

構築する。 

 構築した学力評価システムの改善モデル

について、本研究の研究協力校(研究協力者

の勤務する小学校と中学校)において試行す

ることによって実証的に評価するとともに、

それが効果的に機能するための条件・課題に

ついて析出する。 

 

 



４．研究成果 

(1)従来の学力評価研究における、教育目標

との関連における「評価規準」・「評価基準」

作成の精緻化傾向の問題点を指摘し、さらに

その中でみられる観点別評価や評定の相対

評価化傾向の問題点を明確にし、評価システ

ムおよび評価技術上の課題を浮き彫りにし

た点。 

学力評価について、教育委員会の多くは、

前回の改訂時の資料を基に一部修正し、内容

の徹底を図り、また文部科学省の説明をその

まま徹底させていること、教育委員会独自の

取り組みがなされず、とりわけ観点別評価の

観点の工夫についてはほとんど意識されて

いないこと、すなわち、指導要録の参考様式

の浸透に指導の重点がいき、学力の観点や行

動の記録の項目の工夫や創造については意

識が向いていないことなどが明らかになっ

た。学校現場では、観点別評価と評定は一定

程度定着しているが、教科によって文科省の

示す参考様式では不具合が生じていること、

関心・意欲・態度については評価しにくく、

戸惑いがあること、また各観点については観

点項目を1つのまとまりとして理解されてお

り、各観点の中の項目毎について状況把握す

るということにはなっていないこと、教科間

の観点項目の不統一についてはあまり問題

にされていないことなどが明らかになった。 

(2)これらのことから、義務教育学校におけ

る学力評価システムの改善モデルについて

は、小学校と中学校における評価方法の関連

性と一貫性や、教育課程経営の PDS サイクル

の視点から考えることの重要性を明確にし

たうえで、現行の観点別評価の観点を見直し、

整理し、その結果、目標に基づく評価に目標

にとらわれない評価を加え、３観点２段階評

価と自由記述方式による学力評価システム

モデルを提案した。すなわち、実態分析をと

おし、児童生徒の学習上の改善の手がかりや

見通しを与え、学習意欲を高める学力評価方

式の提案を行った点。このように教師の指導

においても効果的で、児童生徒にとっても学

習の見通しが立つ学力評価システムの開発

は学術上および教育実践上、大きな意味を持

つ｡ 

(3)本研究の成果によって、学力評価システ

ムをめぐる議論において、今後の指導要録の

改善に関する教育政策を立案する上での科

学的な視点と根拠を提示することができる。

各学校における学力形成と学力評価の改善

を図る上での実践的な手がかりが得られる。

教育行政が、指導行政とりわけ学校の学力評

価をサポートする上での手がかりが得られ

る。すなわち、このシステムが実現し、機能

するためには、学校内の情報交換ネットワー

ク形成への努力と教育専門性に裏打ちされ

た校長・教頭等のリーダーシップが不可欠で

あり、それを支援する教育委員会の条件整備

活動が必要であることを指摘したことであ

る。 
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